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2.53（基本）

θ0 についての (2.182)の解が (2.184)になることを示せ．
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2.54（基本）

フォン・ミーゼス分布 (2.179)の 1階と 2階の導関数を求め，さらにm > 0で I0(m) > 0であることを用い

て，分布は θ = θ0 で最大になり，θ = θ0 + π(mod2π)で最小になることを示せ．

(2.179) — p(θ|θ0,m) =
1

2πI0(m)
exp{m cos(θ − θ0)}

I0(m) =
1
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∫ 2π

0

exp{m cos θ}dθ

簡単のため p(θ|θ0,m) を pと書く．また，0 ≤ θ < 2πである．まず 1階導関数を求める．

dp

dθ
=

1

2πI0(m)
em cos(θ−θ0) · {−m sin(θ − θ0)}

= −mp sin(θ − θ0)

1階導関数が 0になる θは，p > 0より，θ = θ0, θ0 + π(mod2π)である．

※mod2πは，2πを超えたときのことを考えてつけてあるだけで本質には関わらない．

次に 2階導関数を求める．

d2p

dθ2
= −m

dp

dθ
sin(θ − θ0)−mp cos(θ − θ0)

= m2p sin2(θ − θ0)−mp cos(θ − θ0)

θ = θ0 のとき，
d2p

dθ2

∣∣∣∣
θ=θ0

= −mp < 0 (極大点)

θ0 + π(mod2π)のとき，
d2p

dθ2

∣∣∣∣
θ=θ0+π(mod2π)

= mp > 0 (極小点)

であるので，フォン・ミーゼス分布は θ = θ0 で最大になり，θ = θ0 + π(mod2π)で最小になる．


